
宮城県学校防災体制在り方検討会議 設置要綱 

 

（目的） 

第１ 石巻市立大川小学校の事故に関する裁判の最高裁判所の決定を受け，教育現場において高

い専門性に基づく防災教育の充実と学校防災体制の再構築が必要となってきていることから，

東日本大震災の教訓をもとに進めてきたこれまでの学校防災の取組の検証を行い，今後の新

たな取組について検討するため，宮城県学校防災体制在り方検討会議（以下「検討会議」と

いう。）を設置する。 

 

（検討事項） 

第２ 検討会議では，次に掲げる事項について検討する。 

（１）東日本大震災の教訓をもとに進めてきたこれまでの学校防災の取組の検証について 

（２）学校防災の再構築に向けて必要となる新たな取組について 

（３）その他，学校防災の在り方に関して必要な事項について 

 

（組織） 

第３ 検討会議は，別表に掲げる分野から教育長が別に定める者（以下「構成員」という。）をも 

って構成する。 

２ 検討会議に委員長及び副委員長を置く。 

３ 委員長及び副委員長は委員からの互選によって選出する。 

４ 委員長は，検討会議の事務を総括し代表する外，検討会議の議事進行を行う。 

５ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故ある時，又は欠けた時は，その職務を代理する。 

 

（会議） 

第４ 検討会議の開催については，教育長が，必要に応じて招集する。 

２ 教育長は，必要があると認める時は，検討会議に構成員以外の者を出席させることができる。 

 

（事務局） 

第５ 検討会議の事務局は，教育庁スポーツ健康課に置く。 

 

（その他） 

第６ この要綱に定めるもののほか，検討会議の運営に関して必要な事項は，教育長が別に定め

る。 

 

附 則 

１ この要綱は，令和２年２月５日から施行する。 

 

別表（第３関係） 

分野等 人数 摘   要 

法   曹 １名  

災害工学 １名  

学校防災 １名  

地域連携 １名  

学校設置者 １名  

学 校 長 １名   

資料１ 



宮城県学校防災体制在り方検討会議資料                 資料２  

 

 

  学校防災に係る取組状況 

   
    1 制度・計画の整備 

       2 成果物等 

         3 事業・研修会 

         4 事業・その他 
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これまでの学校防災に係る取組状況一覧 

 

施 策 名 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 

 防災主任・安全担当主幹教諭の配置           

          

みやぎ学校安全推進計画の策定           

成

果

物

等 

          

学校再開ハンドブックの作成           

まんがで伝える防災教育事業           

          

事

業

・

研

修

会 

          

          

          

           

          

事

業

・

そ

の

他 

学校安全に関する実態調査           

          

          

          
 



１ 事業名 みやぎ学校安全基本指針 

２ 目 的 「危険を回避する力と他者や社会の安全に貢献できる心」を育てる 

３ 概 要  

 東日本大震災の教訓を後世に伝えるとともに，学校において，計画的・継続的な防災教育を

行い，児童生徒の防災意識の内面化を図るため，災害安全はもとより交通安全，生活安全の三

領域を網羅した新指針及び実効的な防災マニュアル作成のためのガイドを作成。（平成２４年

１０月策定） 

 

［特徴］ 

宮城県独自の学校安全に関する指針。 

〇東日本大震災の経験を踏まえた，後世に伝えたい「８つ」の教訓を掲載 

〇発達段階に応じて，いつ，どこで何を教えるかを具体的に提示 

〇災害安全はもとより，交通安全，生活安全（防犯を含む）の三領域を網羅 

 

［内容］ 

永遠に語り伝えたい命のメッセージ  

第１章 東日本大震災  

Ⅰ 東日本大震災の記録  

Ⅱ 平成 23年度東日本大震災における 

学校等の対応に関する調査 

（宮城県分）結果概要 

Ⅲ 調査結果等からの課題と対応 

Ⅳ 後世に伝えたい「８つ」の教訓  

第２章 学校安全  

Ⅰ 学校安全  

Ⅱ 学校安全担当者  

第３章 安全教育・安全管理・組織活動  

Ⅰ 安全教育 

Ⅱ 安全管理 

Ⅲ 組織活動 

第４章 学校安全計画  

Ⅰ 学校安全計画の策定 

Ⅱ 学校安全計画の策定にあたって 

Ⅲ 学校安全全体計画 

Ⅳ 学校安全年間計画の内容 

 

第５章 評 価  

Ⅰ 学校安全計画の評価・見直し 

Ⅱ 安全教育の評価 

Ⅲ 安全管理の評価 

Ⅳ 組織活動の評価 

第６章 心のケア  

Ⅰ 心のケアとは 

第７章 学校防災マニュアル作成の 

ポイント 

Ⅰ 学校防災マニュアルとは 

Ⅱ 三段階の危機管理 

Ⅲ 作成のポイント 

Ⅳ 『学校防災マニュアル』チェックリスト例 

資 料 

 

 

 

 



１ 事業名 みやぎ学校防災教育副読本 

２ 目 的 

東日本大震災の経験を踏まえ震災の教訓や「みやぎ学校安全基本指針」の内

容及び震災復興について教材化し，児童生徒等の災害への対応力を高めると

ともに，防災意識の内面化を図る。 

３ 概 要  

〇平成２５年度：小学校３・４年生用作成   〇平成２６年度：小学校１・２年生，５・６年生用作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇平成２７年度：幼稚園，中学生，高校生用作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実 績 
 

〇防災教育における副読本の活用率：小学校，中学校，高等学校 （１００％） 

                 ：幼稚園（９５％） 

                 ：特別支援学校（８０％） 

 〇関連各教科や避難訓練の事前・事後指導の中で活用。 

 

 



 

１ 事業名 学校安全教育指導者研修会 

２ 目 的 
安全教育３領域（災害安全，生活安全，交通安全）について，効果的な指

導法の推進及び指導力の向上を図り，各校の安全教育の充実に資する。 

３ 概 要  

◯参加者：各学校園の安全担当者（公立の幼・小・中・高については悉皆研修） 

◯内容：学校安全の３領域を３年１サイクルについて，専門性の高い有識者に講義をしていた

だいている。また，学校安全の基礎理解について最新の情報が各校に伝達するよう，

つくばで開催されている「学校安全指導者養成研修」を受講した安全担当主幹の先生

方に本研修の講師を依頼して実施。 

４ 実 績 
 

◯成果：研修内容が受講者のみにとどまらないよう，伝達講習を全ての校種で確実に行われて

おり，高い防災意識の維持につながっている。 

（受講者のアンケート結果より）※一部抜粋 

・実際に御子息を亡くされた親御さんの内容は，ぜひ職場で全職員に伝えたいと思った。 

◯課題：東日本大震災前から実施している研修会であるが，風化の影響からか研修日程のスリ

ム化を望む声も聞こえている。 

（受講者のアンケート結果より）※一部抜粋 

・開催時期が他の学校安全関連の研修会やフォーラムと重なっており，コンパクトにすべき。 
 



 

１ 事業名 安全教育総合推進ネットワーク会議 

２ 目 的 

(県) 東日本大震災の厳しい教訓を踏まえ，「みやぎ学校安全基本指針」を基

にした防災教育を中心とした安全教育の推進が図られるよう，取組上の

課題や方策等について協議・検討し，学校と地域の連携した取組が円滑

に実施できるよう関係機関相互の情報共有を図るもの。 

(圏域) 地域と学校の連携による防災教育を中心とした安全教育の実施・推

進のため，取組上の課題や方策等について協議・検討し，学校を含めた

地域の防災力の向上と地域社会の安全・安心の一層の充実を図るもの。 

３ 概 要  

◯主な協議内容(平成３１年度) 

学校安全に関する主な施策について 

（１）防災ジュニアリーダーについて 

（２）災害時学校支援チームみやぎについて 

（３）災害警備の近年の動向について 

◯開催時期 (県) ４月下旬～５月上旬  

(圏域) ６月～７月 

◯参加者：本県学校安全関係者(有識者，学校関係者， 

警察，消防，保護者，危機対策関係者等 約３５名 

４ 実 績 
 

[成果・課題等] 

◯ 各年度の本県学校安全の取組について，専門性の高い参加者から意見を頂戴し，取組の改

善につなげることができた。 

◯ 仙台管区気象台等から最新情報を提供いただき，災害安全を中心に，学校安全が直面する

喫緊の問題について，参加者が理解を深めることができた。この内容については，圏域毎の

ネットワーク会議においても共有され，各地教委及び学校へ浸透させることができた。 

◯ 会議の席上で関係機関が相互に関係性を強め，新たな取組の創出につながった。 

[委員の声(抜粋)] 

◯ 教育現場では若手が増えており，学級担任がほとんどであることから，災害時学校支援チ

ームには手を挙げにくい状況がある。環境整備が大切で，登録された場合は中堅教員資質向

上研修会等の研修内容の一コマを免除できるシステムをつくったり，人事異動の配慮対象に

したりするなど，持続可能なチームにするためには，そのような工夫が必要。 

◯ 県内には現在 7700名の防災指導員がいる。養成講習を受講することが条件だが，同等の講

習会を受けた者は免除することとしており，正に防災ジュニアリーダー養成研修会を受講し

た高校生は免除対象となり，今年度から防災指導員として認定することとした。 
 



１ 事業名 関係機関との連携推進事業「ぼうさい福袋」 

２ 目 的 
県内の学校防災の充実に向けて，各学校の防災教育や職員研修で活用でき

る防災に係る関係機関からの最新の情報等を提供する。 

３ 概 要  

主な内容(平成３１年度) 

(1) 各関係機関からの最新の情報(主なもの) 

① 仙台管区気象台 

② 国土地理院 

③ 東北大学災害科学国際研究所 

④ 宮城テレビ 

⑤ 国土交通省 

⑥ 防災科学技術研究所 

(2) 教育現場の実践 

① 石巻市立蛇田小学校 

② 亘理町立長瀞小学校 

③ 村田町立村田第一中学校 

④ 女川町立女川第一中学校 

(3) その他 

① 被災地熊本派遣について 

② 災害時学校支援チームみやぎについて 

４ 実 績  

発行は１，４，７，10月の年４回 

 

[成果・課題等] 

○  専門性の高い関係機関からの最新情報が，学校防災担

当者にとって，大変有効なものであった。校内における

防災関連の研修で活用するとともに，大河原商業高校の

ように，「ぼうさい福袋」からの情報を基に，国土地理

院と連携を図り，新たな事業を展開した例もある。 

○  紹介された学校の取組が刺激となって，自校の学校防

災を見つめ直し，丁寧な取組を心掛けるようになったと

いう声も聞かれた。 

 

福袋にある県内の情報だけでなく，県外，国外の情報に触れ，自分たちの立ち位置を確認し，

新たな取組を創造する防災主任の意識高揚につながった。 
 



 

１ 事業名 未来へつなぐ学校と地域の安全フォーラム 

２ 目 的 

地域・学校・研究機関等がそれぞれの役割や関わりを明確にし，安全教育

の課題解決に向けた協議を通して，災害・交通・生活に係る安全教育の発展

に資すると共に，国連防災世界会議で採択された仙台宣言の実現に向け，国

際的な視野に立ち，震災後の取組について広く国内外に発信する。 

３ 概 要  

〇 学校安全に係る特別講演 

〇 学校安全３領域に係る先進事例発表・パネルディスカッション   

  ※県内外の先進的な実践の共有 

〇 防災教育・安全教育関連団体による展示発表 

◯ 参加者：教職員（安全担当主幹教諭，防災主任等），ＰＴＡ，大学関係者等 

      毎年５００～６００名が参加 

 

４ 実 績 
 

[成果・課題等] 

○  全国の先進的な取組を参加者で共有することができ，アンケートにおいて９０％以上が

有益であったと回答している。 

○  大学関係者・関係機関の発表・展示を盛り込むことにより，先進的かつ専門的な安全に関

する情報を得る機会となっている。 

○  フォーラムをきっかけに，関係機関に校内研修や学校行事での講師を依頼し，研修を深め

ている事例もある。 

参加者が一方的に聴くだけではなく，交流できるような参加型のフォーラムを検討していく。 

（受講者のアンケート結果より）※一部抜粋 

・ 震災の記憶がない子供たちに対して，どのように語り継ぐのかが課題。将来語りつぐため，

各校若い先生も出席が多いと良いのではないだろうか。防災主任だけでない出席なども希望

したい。たいへん勉強になった。 

・ すべてクオリティの高い発表で大変勉強になった。日常のリスクハザードを乗り越える力

をつけることが防災教育なのだという新たな視点を得ることができた。 
 



１ 事業名 学校防災マニュアルの点検及び改善指導 

２ 目 的 

東日本大震災の教訓を生かし，各学校園において，災害発生時に児童生徒

等の命を守るために必要な危機管理を想定してまとめたものを，環境の変化

や社会情勢の変化に対応下ものとして随時更新するために実施する。 

３ 概 要  

◯対  象 仙台市を除く公立の市町村立学校については，各市町村教育委員会が点検。 

      県内すべての県立学校についてはスポーツ健康課が点検。 

◯実施内容 「みやぎ学校安全基本指針」に基づき，県内の公立学校の学校防災マニュアルの

点検及び改善指導を行っている。今年度マニュアルのチェックリストを見直し，昨

年までの 26 項目から 30 項目にチェック項目を増やして実施した。 

〔チェックリスト〕※一部抜粋 

 

４ 実 績 
 

[成果と課題] 

○ 各学校においてチェック項目を基に見直しを進めることで，環境の変化や，児童生徒の実態

に応じたマニュアルにするきっかけとなっている。 

○ 今年度からマニュアルの回収時期を４月にした。点検し，改善指導のポイントを記載したも

のを秋に返却することで，次年度のマニュアル作成に反映できるようにした。 

○ 安全担当主幹教諭を効果的に活用できるチェック体制の構築が今後必要。 
 



 

１ 事業名 避難訓練指導パッケージ（東北大学との共同研究） 

２ 目 的 

震災から９年が経過し，大量退職時代の到来にともない，職員の入れ替え

が激しくなり，職員室全体の震災経験の風化に歯止めをかけることが難しく

なってきている。先輩教職員からの震災経験の伝承が急務であり，若手教職

員は，実際の避難訓練の場で，避難誘導の仕方や発災直後の心のケア等，児

童生徒の命を守り抜く「意識」と「スキル」を獲得していくことが必要とな

っている。このことから，安全担当主幹教諭等が使用する「避難訓練指導パ

ッケージ」を作成し，避難訓練の強化を図るもの。 

３ 概 要 関係機関：東北大学災害科学国際研究所，県教育委員会 

○避難訓練指導パッケージの内容…別紙参照 

(1) 避難訓練チェックリスト 

避難訓練(地震・津波)の実効性を高め，防災力の向上を図るために，訪問指導を行う。そ

の際に使用する「防災教育」「防災管理」「組織活動」等についての点検項目を定めたもの。 

(2) 手引き(Q&A) 

安全担当主幹教諭が，所管の学校の避難訓練に出向き，防災主任等に対し，改善指導を

する際に活用するもの。 

(3) 避難訓練(地震・津波)動画 DVD 

   地震・津波避難時の教職員の指示・動き，めざすべき児童生徒の姿が，具体的にまとめ

られた内容。初任者から管理職に至るまで，留意するポイントが一見して理解できる構成

とする。   

○今後の見通し 

     成 果 物 完成時期(予定) 備  考 

避難訓練チェックリスト      ６月 各地で試行中 

避難訓練(地震・津波)動画 DVD         ９月  

手引き(Q&A)                 ３月  

 上記成果物が完成した際には，令和元年度県内に７８名いる安全担当主幹教諭が，担当の学

校において行う避難訓練に係る指導訪問の際に用いる。また，県内はもとより要望があれば南

海トラフや首都直下地震での被害が予想される自治体にも提供する。 

４ 実 績 
 

[成果と課題] 

○学校・教育委員会・研究者の協働により避難訓練指導パッケージを開発を進めることで，避

難訓練を実践的かつ学術的に評価できるようにするもの。 

○各学校個別の課題に対して，教員研修の際などに教育委員会・研究者も恒常的に参画し，定

期的に意見交換する場を設け，三者の協働により個別の課題解決を図る枠組みを確立すること

にもつながる。 

○県内の安全担当主幹教諭による全学校・園の避難訓練への訪問指導により，共通の指標のみ

に依拠しない，各学校の実情・災害特性に応じた個別の課題を把握することができる。 
 



 

１ 事業名 学校安全総合支援事業 

２ 目 的 

東日本大震災における教訓を踏まえ，学校外の専門家による指導・助言を

もとに，復興・防災マップの作成や学校安全に係る系統的なカリキュラムの

開発を実施し，学校における安全教育・安全管理の充実を図る。 

３ 概 要  

 

４ 実 績 
 

〔成果と課題〕 

○ 先進校への視察は，実際に現場の様子，教職員の対応から学ぶことが多く，本県の取組に

生かしていきたいことが多くあった。特に，大阪教育大学では，管理職が子供の命を守るこ

とに真摯に向き合い事件を風化させないように職員へ伝え継ぐ活動を行っていることについ

て，研修等で伝えていく必要がある。 

○ 異校種間で連携し，安全に関するカリキュラムづくりに取り組んだ。系統的な安全教育を

進めるためには，異校種間で互いに話合う機会は大変有益である。今後，カリキュラムにつ

いては，実践を通して改善を図っていく。 

● 避難訓練を実施した際，計画どおりに進めようとし，形式的なものになる傾向が見られた。

実効的なものにするために，“臨機応変に対応できる訓練”の実施について推進委員会で意見

が出された。今後の研修等で周知を図っていく。 
 



１ 事業名 防災ジュニアリーダー養成研修会 

２ 目 的 

・東北大学災害科学国際研究所との共催により講義，演習を通して，防災・

減災の基礎知識を身に付け，次世代のリーダーとして地域防災活動の担

い手となる意識高揚を図る。 

・多賀城高校を主管校とし，県外高校生とのポスターセッション等による成

果発表や情報共有を通して，東日本大震災の経験と教訓を後世に継承

し，国内外の防災・減災に貢献する。 

３ 概 要  

◯趣旨： 将来の宮城を支え，自主防災組織等における次世代のリーダーなど将来の地域の防災

活動の担い手を育成するため，防災に関する知識・技術を習得し，防災や減災への取組

に自発的に協力，活動する高校生をみやぎ防災ジュニアリーダーとして養成する。 

 ※みやぎ防災ジュニアリーダーに認定された者は，一定の要件を満たした上で，宮城県防災指

導員としての認定を受けることができる。 

４ 実 績 
 

 

  

年  度 受 講 対 象 校 

平成２９年度 

【済】 

【多賀城４０名】 防災教育推進協力校・仙塩地区１２校 

石巻西(5)  亘理(5)  黒川(2)  塩釜(2)  利府(2)  松島(3)  富谷(2) 泉 (2)  

泉松陵(2)  泉館山(2)  宮城広瀬(2)  貞山(2) 

平成３０年度 

【済】 

【多賀城２５名】 仙塩地区・石巻地区１９校 

仙台一(2)  仙台二(2)  仙台三(2)  宮城一(2)  仙台二華(2)  仙台三桜(2)  

仙台向山(2)  仙台南(2)  仙台西(2)  仙台東(2)  宮城野(2)  工業(2)  

石巻(2)  石巻好文館(2)  石巻北(2)  水産(2)  石巻工(2)  

石巻商(2)  石巻市立桜坂(2) 

令和元年度 

【済】 

【多賀城４０名】気仙沼・本吉地区・登米栗原地区・仙塩地区・石巻地区 

仙南地区１５校（２８名） 

気仙沼(2) 志津川(2) 本吉響(1) 気仙沼向洋(2)  石巻北飯野川(2) 

築館(2) 岩ヶ崎(2) 迫桜(2) 佐沼(2) 登米(2) 登米総合(2) 

名取(2) 名取北(2) 宮農(2) 東松島(1) 

令和２年度 

【多賀城４０名】 仙南地区・大崎地区２４校（４８名） 

白石(2) 蔵王(2) 柴田農(2) 白石工(2) 柴田(2) 角田(2) 村田(2)  

伊具(2) 大河原商(2) 柴農川崎(2) 白石七ヶ宿(2) 一迫商(2) 

古川(2) 古川黎明(2) 涌谷(2) 岩出山(2) 中新田(2) 松山(2) 南郷(2)  

小牛田農林(2) 加美農(2) 古川工(2) 鹿島台商(2)  田尻さくら(2) 

 



１ 事業名 災害時学校支援チームみやぎ 

２ 目 的 

防災についての専門的知識と実践的対応能力を備えた「災害時学校支援チ

ームみやぎ」を設置し，より専門性の高い研修を重ね，東日本大震災時に，

本県の学校再開に向け全国から頂戴した支援同様，県内及び他府県等におい

て大規模な災害が発生した際に，その要請に基づき，教育復興支援を行うも

の。 

３ 概 要 関係機関：東北大学災害科学国際研究所，県教育委員会 

○参加者(関係者)  本県学校教育関係者(教育行政機関，教諭，養護教諭，事務職員等) 

         本年度受講修了者 28 名(３回の養成研修会受講) 

○取組の内容 

（１） 説明会及び派遣に向けた専門的な研修の実施 

（２） 派遣に伴う環境整備 

（３） 情報発信(持続可能なチームの醸成に向けて) 

（４） 先進チーム(熊本，兵庫)との連携 

 

○その他 

（１） 令和元年度 養成研修会３回(８月２日，８月８日，１２月２４日)を実施 

（２） 令和２年度 養成研修会３回，更新講習会２回を実施の予定 

令和元年度 台風１９号に伴う大郷町，丸森町等への部分的派遣を実施 

４ 実 績 
 

[成果・課題等] 

○ 本日の講義を受けて素直な思いや感想をいただくことができ，それをメモして自分の考え

を整理することにつながったのでとても有益であった。やはり指導助言いただいた熊本派遣

の経験がある生の言葉が自分の実体験から出ており，大変参考となった。もう一度しっかり

自分の中で整理していきたい。 

○ 今年度 3 回の研修を受講させていただいた。どれも非常に有意義な研修であったが，これ

で受講が終わりあとは実践となると多少不安は残

る。グループ討議ではその辺の不安を共有すること

ができた。これから更に勉強をすすめたい。 

○ ともに派遣されるかもしれない仲間と，思いを共 

 有することができた。受援者のニーズに応えること  

や，しっかりとした準備と組織体系を確立する重要 

性を確認できた。自分が得意としていることはもち 

ろん，幅広く対応できるように学び続けていきた  

い。 
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